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青年・若者への社会的インターンシップを実践する市民活動団体等への助成支援	

・若者の社会的インターンシップにおける活動支援金の助成事業 
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■基本情報 
	 □概要	 	  
これからの未来を創造する若者や子どもたちには、地域や自然の中で感じる力、人と関わ

り合う力を育む体験が必要です。本活動助成では、自らがそれらのチカラを育みたいと思

う意欲的な若者の社会的インターンシップを推進する団体等を支援します。年間 5 件程
度、交通費等全体上限 20万円を、公益性を有し利益を追求しない非営利法人等に助成し
ました。 
□助成件数	 	  
１．黒松内ぶなの森自然学校	  
２．札幌まるやま自然学校 
３．特定非営利活動法人大雪山自然学校 
□助成期間 
１．平成 29年 4月〜平成 30年 3月 
２．平成 29年 4月〜平成 30年 3月 
３．平成 29年 4月〜平成 30年 3月 
□活動場所 
１．寿都郡黒松内町 
２．札幌市 
３．上川郡東川町 
□助成金総額	  
75,000円 
１．黒松内ぶなの森自然学校	 25,000円 
	 ２．札幌まるやま自然学校 25,000円 
３．特定非営利活動法人大雪山自然学校	 25,000円 

 
■助成成果（助成団体等からの声）  
黒松内ぶなの森自然学校 

「黒松内地域支援プロジェクト	 インターンシッププログラム」	

自らの子どもの頃の経験を生かし共に遊び楽しむ姿は、子どもたちにとっても良い刺

激であり、次世代へ自然体験を伝えていく前向きな姿勢で取り組めていた。ひとりひと

りと関わりを持つようにしている心持ちも感じられ、友達や身近なお姉さんに近い感

覚で子どもと関われており、信頼関係を築くことができていた。初参加の子どもやボラ

ンティアスタッフにも、不安を除き楽しんでもらえるような声掛けができるようにな

っていってほしい。	

プログラム運営にも興味があるようなので、リスクマネジメントや構成も意識しつつ、

今後も自身の目標に向かってステップアップしていってほしい。	
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□参加者からの声 

対人関係で高学年や高校生ボランティアとの接し方に困ることがある。物事を強く言

われると自分の中で上手く処理できず、本部のスタッフにも迷惑をかけたくない思い

で話せず、自分の中で抱え込み、気づいたら追い詰められしんどい時がある。その時に

上手くそのことに向き合い、解決策を見つけていきたい。	

最近は長期キャンプでの選択プログラムなどの進行を任せてもらえるようになり、責

任とやりがいを感じている。今までの参加者での経験と、これからもいろいろな経験を

積み、いつか夏長期の子どもプラン(1泊 2 日の野外泊)やチャレンジキャンプ(2泊 3 日

の野外泊)でディレクターをやってみたい。プログラム業に興味がある。	

札幌まるやま自然学校 
「子どもの放課後自然体験「ここいく」	 インターンシッププログラム」 

	 	 もともと経験値があるので子どもと信頼関係を築くのが早く、活動にもなれるのが早

かった。主体的に活動に関わる姿勢があり、スタッフとしてどう動けば良いかなどアン

テナを常に張り巡らせていたので活動サポートとしては優秀だった。一方で子どもと

１対１で向き合うこと、子どもたちの前で自分がイニシアティブをとるなどの時には、

手こずる様子も少し見えたが、次の回には修正して積極的に挑んでいた。これからも子

どもの気持ちに深く寄り添いながら、その時にしかできないあそびやコミュニケーシ

ョンの瞬間を逃さないようなひらめきを磨いていってほしい。 

□参加者からの声	

	 	 ●子どもたちに遊びを仕掛ける力、子どもの興味を引き出すことのできる伝え方、プロ

グラム全体に目を届かせ、安全管理ができる力を身に付けたい	

●継続的に活動に参加し、子どもたちの小さな変化にも気付けるようになっていきた

い	

●プログラムを企画・実践していきたい	

特定非営利活動法人大雪山自然学校	

	 「イエティくらぶ東川校	 インターンシッププログラム」 
	 活動開始の時から、自然の中でのいろいろなアクティビティーにとても興味関心をもっ

て参加している姿が印象的だった。山登りや長時間の冷たい川での活動などハードな活動

が多かったにも関わらず、事前のレクチャーから活動フィールドの危険を意識しながら子

供たちと関わるように心がけている様子が見られた。インターン後半になると、リスクマ

ネジメントしながらも子供たちの興味関心に応じて遊びを展開できるように声掛けや援

助的な関わりができるようになっていった。 
子どもとのコミュニケーション能力や自然体験活動におけるリスクマネジメント力、子

どもの主体性を引き出す関わり方ややりたいことを実現するために試行錯誤する力など、

現場での活動を通して身に着けた能力を生かしていって欲しい。 
	 □参加者からの声 

・安全を確保しながら子どもたちと楽しい活動ができるようになりたい。 
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・多くの人と関わる経験をして将来教員になった時に役立つコミュニケーション能力を

身につけていきたい。 
・子供と自主的に触れあう力や、問題対応能力、その場その場で自ら考え実践する能力な

どを更なる経験を通して培っていきたい。 
■助成事業の活動内容 
	 黒松内ぶなの森自然学校	 インターンシッププログラム 
「黒松内地域支援プロジェクト	 インターンシッププログラム」	

	 「黒松内地域支援プロジェクト」は、黒松内町内及び近隣町村を活動場所とした地域活 
	 動において、都会の学生・若者が社会参画し成長できる場・機会の創出を目的としてい 
	 る。主な業務内容は高齢者支援(農作業、直売所の支援、除雪等)や、自然学校の様々な作	 	  
	 業ボランティア(子ども自然体験活動事業、地域内外の人が関わる菜園や森づくり、事業 
	 準備、敷地内の維持管理等)。 
札幌まるやま自然学校	 インターンシッププログラム 
「子どもの放課後自然体験「ここいく」	  

	 	 毎週火・木に札幌円山動物を拠点に行なっている子どもの放課後自然体験活動「ここい

く」にプログラムカウンセラーとして参加し、現場での子どもの対応や自然の中での遊び方

など現場運営に実践的に関わった。	

活動後には振り返りを行い、次回の活動にトライするなど各回にテーマを持って参加して

もらった。振り返りでは子どもの気持ちややりたい遊び、ヒヤリハットなどを中心にフィー

ドバックした。活動を積み重ねることでフィールドや子どもたちをはより深く理解すること

につながり、活動に深みが出せるようなサポートをした。	

	 特定非営利活動法人大雪山自然学校	 インターンシッププログラム 
	 「イエティくらぶ東川校」 
	 	 月に 1回実施する小学生を対象とした自然体験プログラムにカウンセラーとして参加
し、現場での子どもや保護者の対応やイベント運営サポートなど現場運営に実践的に関

わる。活動前のミーティングで活動フィールドの状況や子どもについての情報共有も行

うことで、インターンシップの参加者自身が主体的に子どもに関わり、現場での遊びや

活動を広げられるように配慮した。また活動終了後には必ず、安全面の振り返り（ヒヤ

リハット）、子どもたちの様子の振り返り、インターンシップ活動の振り返りを行うこ

とで、参加者がステップアップできるようにフィードバックを重視します。 
	 	  
 


